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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公表番号】特表2018-538407(P2018-538407A)
【公表日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-050
【出願番号】特願2018-530039(P2018-530039)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  25/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   69/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   67/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/04     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   33/04     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/08     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   25/12     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/00     ＣＦＤ　

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月10日(2018.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）熱可塑性樹脂、
　Ｂ）機能性シェルポリマーを含まない、機能性シェルポリマーと反応するこができる衝
撃改質剤、および
　Ｃ）コアシェル形態であり、機能性シェルポリマーを含む衝撃改質剤
を含んでなる、熱可塑性組成物。
【請求項２】
　前記成分Ｂがシロキサンを含んでなる、請求項１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項３】
　前記成分Ｂがアクリルを含んでなる、請求項１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項４】
　前記成分Ｂが、エポキシ官能基を含まず、エポキシ官能基と反応するこができる衝撃改
質剤を含んでなる、請求項１に記載の熱可塑性組成物。
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【請求項５】
　前記成分Ｂまたは成分Ｃがアクリレートを含んでなる、請求項１に記載の熱可塑性組成
物。
【請求項６】
　前記成分Ｃの機能性シェルポリマーがエポキシ官能性である、請求項１に記載の熱可塑
性組成物。
【請求項７】
　前記成分Ｃのエポキシ官能性が（メタ）クリル酸グリシジルである、請求項６に記載の
熱可塑性組成物。
【請求項８】
　前記成分Ｂおよび成分Ｃが粒子の低凝集体を形成し、該低凝集体の少なくとも５０％が
、該低凝集体の面積の３１～６０％の空間を含んでなる、請求項１に記載の熱可塑性組成
物。
【請求項９】
　前記低凝集体が、直径０．４～４．０ミクロンの粒子を含んでなる、請求項８に記載の
熱可塑性組成物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の熱可塑性組成物を含んでなる、成形部品。
【請求項１１】
　－熱可塑性樹脂、および
　－粒子の低凝集体
を含んでなる熱可塑性組成物であって、
　前記低凝集体の少なくとも５０％が、前記低凝集体の面積の３１～６０％の空間を含ん
でなり、かつ、
　前記粒子の低凝集体がコアシェル形態である粒子を含んでなる、熱可塑性組成物。
【請求項１２】
　前記低凝集体が、衝撃改質剤である成分Ｂおよび第２の衝撃改質剤である成分Ｃを含ん
でなる、請求項１１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項１３】
　前記成分Ｂが機能性シェルポリマーを含まない、請求項１２に記載の熱可塑性組成物。
【請求項１４】
　前記成分Ｃが機能性シェルポリマーを含んでなる、請求項１２に記載の熱可塑性組成物
。
【請求項１５】
　前記成分Ｂがコアシェル形態である、請求項１２に記載の熱可塑性組成物。
【請求項１６】
　前記成分Ｂが、エポキシ官能性を含まず、エポキシ官能性と反応するこができる衝撃改
質剤を含んでなる、請求項１２に記載の熱可塑性組成物。
【請求項１７】
　前記成分Ｂまたは成分Ｃがアクリレートゴムを含んでなる、請求項１２に記載の熱可塑
性組成物。
【請求項１８】
　前記成分Ｃの機能性シェルポリマーがエポキシ官能性である、請求項１２に記載の熱可
塑性組成物。
【請求項１９】
　前記成分Ｃのエポキシ官能性が（メタ）クリル酸グリシジルである、請求項１２に記載
の熱可塑性組成物。
【請求項２０】
　前記低凝集体が、直径０．４～４．０ミクロンの粒子を含んでなる、請求項１１に記載
の熱可塑性組成物。
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【請求項２１】
　請求項１１に記載の熱可塑性組成物を含んでなる、成形部品。
【請求項２２】
　－熱可塑性樹脂、および
　－粒子の低凝集体
を含んでなる成形部品であって、
　前記低凝集体の少なくとも５０％が、前記低凝集体の面積の３１～６０％の空間を含ん
でなり、かつ、
　前記粒子の低凝集体がコアシェル形態である粒子を含んでなる、成形部品。
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